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問題と解答例 　 10点満点

1. 次の行列の逆行列を求めよ（10点）。  2 5 0
3 3 8
1 2 1


• 上の行列を Aとおく。拡大係数行列 [A|E] を簡約化（基本変形）することによって [E|A−1] が得
られる.

　

 2 5 0 1 0 0
3 3 8 0 1 0
1 2 1 0 0 1


→

 1 2 1 0 0 1
3 3 8 0 1 0
2 5 0 1 0 0

　（1行目と 3行目の入れかえ）

→

 1 2 1 0 0 1
0 −3 5 0 1 −3
0 1 −2 1 0 −2

　（2行目− 3 × 1行目, 3行目− 2 × 1行目）

→

 1 2 1 0 0 1
0 1 −2 1 0 −2
0 −3 5 0 1 −3

　（2行目と 3行目の入れかえ）

→

 1 0 5 −2 0 5
0 1 −2 1 0 −2
0 0 −1 3 1 −9

　（1行目− 2 × 2行目, 3行目+ 3 × 2行目）

→

 1 0 5 −2 0 5
0 1 −2 1 0 −2
0 0 1 −3 −1 9

　（3行目× (−1)）

→

 1 0 0 13 5 −40
0 1 0 −5 −2 16
0 0 1 −3 −1 9

　（1行目− 5 × 3行目, 2行目+ 2 × 3行目）

よって Aは正則行列であって　 A−1 =

 13 5 −40
−5 −2 16
−3 −1 9

 .

コメント

• 皆さん大変良く出来ていました。計算ミスをしてしまった方はやり直しをお願いしますね。

今回は最高 2点減点（計算ミスの程度による）とし、8点はおまけで提出点にしています。

　　

それでは、次回もがんばってください！
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